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濁音字母から濁声点へ

濁
点
の
起
源
は 、
陀
羅
尼
の
音
読
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
濁
音
字
母
を 、

略体仮名のみの体系に統一
するために 、「消去」するという志向

の下の工夫に発したものである 。
初期の濁音表示形式は 、
その

工
夫
の
試
行
錯
誤
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

具
体
的
な

工
夫
と
し
て
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に 、

漢
字
「
濁」

の
偏
「
シ」

で注記したもの|濁注記 、
略体仮名の傍に「 、」
等を加えた形式

|濁点 、
声点に「・」
を加えて「一」
とし 、
更に声点そのものの

形を「4」「一」「」」「ム」
等に変えた形式|濁声点 、
略体仮名

を逆転して濁音仮名にした形式|濁音仮名 、
等が存在した 。
こ

れらの形式の中で声調と清濁が同時に示し得る「濁声点」
のみ

が残り 、
その中でも発生時期から最も優勢であった「一」
形式

の
み
に
漸
次
淘
汰
さ
れ 、

概
ね
一
一
五
O
年
頃
に
社
会
的
に
統
一
さ
れ
て

行
っ
た 。

沼

本

明

克

一
、

濁
点
の
起
源
論

濁
点
の
起
源に
つ
い
て
は、
早〈
吉
沢
義
則
博
士
の「
本
邦
音
符
考」(『国
語

国
文の
研
究』)「
濁
点
源
流
考」(「国語
説鈴』) 、
星
加
宗一
氏
の「
濁
点
の
成
立

に
つ
い
て」
(『国
語と
国
文学』
昭和七
年
十二
月
号) 、
春
日
政
治
博
士
の
「
高

野
山に
て
観
た
る
古
点
本一一
こ(『
古
訓点の
研
究」)
等
で
論
じ
ら
れ
て
い
る

が 、
近
時 、
築
島
裕
博
士
に
よっ
て
多
量
の
訓
点
資
料
に
基づ
い
た
詳
細
な
研

究
が
追
加
さ
れ 、
そ
の
輪
郭
が
段
々
と
明
ら
か
に
なっ
て
来
た 。
今 、
こ
れ
等

の
諸
論
考に
よっ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
濁
点
の
起
源
論
に
就
き 、
改
め
て

本
稿に
関
係
す
る
重
要
な
諸
点
を
確
認
し
て
み
る
と、
次
の
如
く
に
な
ろ
う 。

て
濁
点
は
陀
羅
尼
の
読み
方
を
示
す
必
要
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る(
春

日
政
治
博
士
前
引
論
文 、

築
島
裕
博
士
『
国
語
の
歴
史」
第
四
章
濁
音
符
の
起
源 、

等)。二 、
古
点
本
の
濁
音
表
示
法
と
し
て
最
古の
も
の
は、
石
山
寺
蔵
『
金
剛
界

儀
軌」
寛
平
元
年
八
八
八
九
〉
加
点
の、
陀
羅
尼
部
に
加
え
ら
れ
た「シ(
濁

字
の
偏
こ

注
記
で
あ
る
(
築
島
裕
博
士
「
古
点
本
の
片
仮
名
の
濁
音
表
記
に
つ
い
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て」
(
「
国
語
研
究」

第
三
三
号)) 。

三 、
声一
点に
伴
う
濁
音
符
の
最
も
古い
資
料
は、
同
じ
く
陀
羅
尼
部に
加
点

さ
れ
た
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
金
剛
界
儀
軌』
永
延
元
年
点
八
九
八
七
〉
の

「・」
(
清
音
「0」
に
対して
そ
し
て
「一」
の
最
も
古い
も
の
は
同
資
料
の

長
保
六
年
点
八一
O
O四
〉
で
あ
り 、
こ
の
後
「4」
「一」
「」」
「ム」
等

の
種々
の
形
式
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る 。
こ
の
方
式
は
天
台
宗
で
始
め

ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
(
築
島
裕
博
士
前
引
論
文
及び
「
濁
点
の
起
源」
(「
東京
大

学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要」

第
三
二
号)
・

「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

金
剛
界
儀
軌

の
古
点に
つ
い
て」
(『か
が
み』
第
拾壱
号)) 。

四、
声
点
と
無
関
係に
既
存
の
仮
名に
対し
て、
濁
音
要
素
の
符
号
を
書
き

加
え
る
方
式
が
有
り 、
そ
の
最
も
古い
も
の
は
憂
珠
院
蔵
「
胎
蔵
界
私
記』

天
元二
年
点
〈
九
七
九
〉
の
仮
名
の
下
部に「 、」
を
加
え
た
も
の
で 、
天
台

宗
関
係
の
も
の
に
見
ら
れ
る 。
別に
仮
名
の
右
肩に「 、」
を
加
え
た
古い
も

の
と
し
て
醍
醐
寺
蔵
「
法
華
経
釈
文」
等
が
有
り 、
こ
の
形
式
は
法
相宗
と

真
言
宗
関
係の
も
の
と
見
ら
れ
る
(
春日・
築
島博士
前
引
諸論文) 。

五 、
濁
点
で
は
ない
が 、
略
体
仮
名
を
反
転
さ
せ
て
濁
音
仮
名
と
し
て
使
用

し
た
も
の
も
有
っ
た
(
前
引
築
島
裕
博
士
「
古
点
本
の
片
仮
名
の
濁
音
表
記
に
つ

い
て」) 。

一
応
右
の
様に
要
約
出
来
る
と
す
る
と、
こ
こ
に
次
の
様
な
問
題
点
が
浮
か

び
上
がっ
て
く
る 。
即
ち
九
O
O
年
頃
の
石
山
寺
蔵「
金
剛
界
儀
軌」
の「シ」

に
よ
る
表
示
法
以
前
の
空
白
期
及
び
約一
世
紀
後
の
諸
濁
点
の
出
現
と
の
聞
の

空
白
期
は
ど
う
なっ
て
い
た
の
か 。
こ
の
問
題
は
言い
替
え
る
と、
こ
れ
ら
の

濁
音
表
示
法
の
発
生
す
る
基
盤
は
何で
あっ
た
の
か 、
忽
然
と
出
現し
た
も
の

な
の
か 、
あ
るい
は
何
ら
か
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
なかっ
た
の
か
と
い
う
問
題
で

あ
る 。濁

点の
発
生
と
変
遷
をい
か
に
な
だ
ら
か
に
記
述
す
る
か 。
私
自
身
の
考
え

の
進
展に
沿い
つ
つ 、
柳
か
私
見
を
加
えて
見
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る 。
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二 、

濁
音
字
母
使
用
資
料
と
濁
点
使
用
資
料
の
概
観

築
島
裕
博
士
の『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考約わわ州問」
を
通
覧
す
る
と、

時
代
の
仮
名
字
体
の
中に 、
濁
音
字
母
と
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り 、
そ

の
外
に
も
なお
濁
音
字
母
で
は
ない
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見い
だ
さ
れ
る 。

そ
こ
で
筆
者は、
こ
れ
ら
の
濁
音
字
母
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ど
の
様
な
資
料に

ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か 、
ま
た
濁
点
と
の
相
関の
有
無に
注
意
し
つ

つ
調
査
を
行っ
て
み
た 。
現
時
点
で
拾い
上
げ
得た
資
料
を
整
理
し 、
若
干
の

関
連
資
料
と
共に
示
し
て
み
る
と
次
の
様に
な
る(
以
下の
表は 、
築
島絡博士

著
書
「
平
安
時
代
訓
点
本
論
考

一郡和一開問』
と
先
引
の
同
博
士
論
文
「
濁
点
の
起
源」

そ
の
他 、

を
参
考
に 、

筆
者
の
調
査
資
料
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る 。

文
献
名

左
下
数
字
は 、

右
著
書
の
掲
載
ペ
ー
ジ
数
を
示
す 。
?

符
は
筆
者
未
調
査
資
料
の
た
め

詳
細
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
示
す 。)

拐 、
一
般に 、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料の
中で 、
若
干の
も
の
に
は
万
葉
仮

注
1

名
の
濁
音
字
母
を
残
す
場
合が
有っ
た
が 、
間
も
な
く
そ
れ
も
消
滅
し
て、
省

画
体
が
普
通に
なっ
た
時
点
で
は、
清
濁
を
書
き
分
け
ない
体
系
と
なっ
た
と

説か
れ
て
い
る
こ
と
既に
周
知
の
所
で
あ
る 。
こ
うい
う
見
方か
ら
す
る
と、

西
暦
八
五
0
1
九
O
O
年
以
後
の
万
葉
仮
名
の
濁
音
字
母
は
訓
点
資
料に
は
出

現し
ない
は
ず
で
あ
ろ
う
が 、
実
際に
は、
こ
の
表
に
見
ら
れ
る
様に
濁
音
字

母
を
使
用し
た
資
料
が
か
な
り
有
る
の
で
あ
る 。
そ
の
濁
音
字
母
を
使
用し
た

も
の
は
先
ず
焚
語
音
表
記の
部
分に
お
い
て
見
ら
れ
る(
資料
番号4『孔
雀
経』

平
安
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四 叉官

軌
匝

1\ 

。
頃 O

梨点
カ

池上
阿閣

口
. . ・ 圃 圃 + ・ ー。
三

口
- ー .‘ ・‘・ .‘ ・‘ φ・‘ ・ .‘ ・‘ ・ ・

-ーー・ ・・・・・・ー...

20 19 

成唯識論 石寺蔵山 一 金 界儀岡
軌
l 石寺

蔵
山

ーノ、 六
四

。 。
。 。

五吾 喜点東 吉晋 主東点
， 

己
. .・ -ー・・・・・・・・ーーー ーー ー・ ‘ーーーー

へνタνカ

ホνトνケ

/，.. :，司"/

口 日
. ... . . ... . . .. . ... . . 

ホ、シ、

ノ、
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※
1

東
寺
第
二
O
一

箱
二
O
号 。

巻
末
賢
宝
識
語
に
「
此
章
円
行
和
尚
請
来
本
鰍
但

安
云
八
巻
蔵
所
載
有
少
異
可
糾
之
/
康
応
元
年
三
月
日
賢
宝
記
之」
と
有
る 。

入

唐
八
家
の
円
行
の
請
来
本
と
の
伝
承
が
有
っ
た
が 、

確
証
は
無
い

。

然
し
そ
の

使
用
仮
名
字
体
は
明
ら
か
に
平
安
極
初
頭
の
も
の
で
あ
り 、

今
こ
こ
に
次
ず 。

本
資
料
に
つ
い
て
は 、

築
島
裕
博
士
の
「
林凡{
子
悉
曇
文
献
に
お
け
る
古
訓
点」

(『
党
字
貴
重
資
料
集
成』

所
収)

に
詳
論
さ
れ
て
お
り 、
「
坐」
「
日」

等
が
焚

語
音
の
濁
音
表
記
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る 。

※
2
築
島
裕
博
士
「
古
点
本
の
片
仮
名
の
濁立
日
表
記
に
つ
い
て」
(
『
国
語
研
究」

第

三
三
号)

で
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
い
る 。

筆
者
も
調
査
の
機
会
に
恵
ま
れ
「
石

山
寺
蔵
字
音
資
料
に
つ
い
て
」
(『
石
山
寺
の
研
究
校
倉
聖
教
・

古
文
書
篇」)
で
本
資

料
に
つ
い
て
触
れ
た 。

※
3
東
寺
第
二
O
一

箱
一

九
号 。

円
仁
詩
来
と
さ
れ
る
本
の
転
写
本 。

巻
末
に
「
嘉

慶
二
年
十
一

月
十
二
日
借
得
虚
山
寺
経
蔵
本
/
令
書
写
之
件
本
者
覚
大
師
将
来

正

本

云
々

尤

為

/

規

模

字

点

等

併

以

模

本

様

詑

漢
註
宏
寿
僧
都
宗
海
阿
閣
梨
書
之
/
校
勘
堅
済
阿
閤
梨
仰
之
/
法
印
権
大

僧
都

賢

宝

生
年
五
十
六」

と
い
う
識
語
が
あ
り 、

忠
実
な
模
本
で
あ
る 。

そ
の
原
本
の
加
点

時
代
は 、

円
仁
時
代
迄
は
遡
ら
せ
得
な
い
で
あ
ろ
う
が 、

平
安
中
期
の
前
半
期

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
無
い

。

こ
の
資
料
に
つ
い
て
も 、

※
1
に
示
し
た
築
島
博

士
の
論
文
に
言
及
さ
れ
て
い
る 。

筆
者
も
「
日
本
漢
字
音
の
歴
史」
一

五
七
1

一

五
九
頁
で
論
じ
た 。

※
4

馬
測
和
夫
博
士
の
移
点
本
を
借
用
し
て
調
査
し
た 。

※
5

東
寺
第
二
O
一

箱
一

七
号 。

奥
書
「
大
師
以
仁
寿
三
年
八
月
九
日
自
値
嘉
嶋
解

続
入
唐
仁
寿
/
三
年
嘗
診
大
唐
大
中
七
年
也
初
着
福
州
開
元
寺
遇
中
天
/
啓一
那

羅
陀
寺
般
若
多
羅
三
歳
同
月
廿
三
日
讃
悉
曇
/
章
件
一

本
彼
三
蔵
侍
耳
/(
朱
書)

件
書
以
天
元
五
年
八
月
十
八
日
指
専
使
賜
松
前
以
九
月
廿
二
日
登
山
寄
住
/
彼

雲
房
自
同
廿
三
日
辛
亥
日
至
子
同
廿
六
三
箇
日
之
聞
大
西
部
梨
御
房
/
讃
黙
己

畢
同
学
康
上
人
耳
台
学
僧
口
口
口
為
後
記
之
後
賢
悉
之」
(
以
上
本
奥
書) 。

永
和

四
年
冬
比
借
得
天
台
賓
巌
僧
正
持
本
令
書
写
了
披
/
批
記
是
智
謹
大
師
診
福
州

所
令
受
給
也
尤
可
珍
重
之
賢
賞
記
之
/(
朱)
寓
本
錐
有
朱
匙
依
繁
略
之
耳」

。

こ

の
奥
書
に
よ
っ
て 、

天
元
五
年
大
西
阿
閤
梨
の
加
点
本
を
永
和
四
年
に
賢
宝
が

書
写
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

但
し
点
が
繁
多
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
に 、

残
念
乍
ら
賢
宝
は
省
略
し
て
終
っ
た
と
い
う 。

そ
の
た
め
現
存

本
で
は
部
分
的
な
加
点
し
か
残
っ
て
い
な
い
が 、

原
本
の
面
影
は
伺
う
こ
と
が

で
き
る 。

※
6
築
島
裕
博
士
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
剛
界
儀
軌
の
古
点
に
つ
い
て」
(『
か
が
み」

第
姶
壱
号)

に
詳
論
有
り 。

筆
者
の
調
査
は
松
本
光
隆
氏
の
移
点
本
を
借
用
し

た 。

※
7

馬
淵
和
夫
博
士
『
悉
曇
学
書
選
集
第
一

巻』

解
題
に
説
明
が
あ
る 。

加
点
の
内

容
は 、

そ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に 、

伝
者
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る 。

初
期

の
加
点
法
式
が
極
め
て
個
人
的
な
・

独
立
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
良
く

知

ら
し
め
る 。

※
8
築
島
裕
博
士
「
士口
点
本
の
片
仮
名
の
濁
音
表
記
に
つ
い
て」
(『
国
語
研
究』

第

三
三
号)

で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た 。

清
音
仮
名
を
反
転
さ
せ
て
濁
音
仮
名
に
使

用
し
て
い
る 。

類
例
は
未
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い

。

※
9
こ
の
資
料
に
就
い
て
の
詳
細
は 、

拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
が
る
日
本
漢
字
音

に
就
て
の
研
究』

九
九
O
頁
以
下
に
譲
る 。

こ
の
表
中
の
「
匝」
「
暁」

は
中
国

中
古
音
の
匿
母
・

暁
母
を
差
す 。

22 

の
漢
字
音
(
漢
音)

の
部
分
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が 、

こ
の
経
は
孔
雀
呪
を
中

心
に
し
た
読
諸
経
典
で
あ
っ
て
陀
羅
尼
と
本
文
は
一

体
の
も
の
と
見
ら
れ
る)

。

そ

の
後一
O
O
O
年
以
後
に
少
し
ず
つ
本
文
中
の
漢
語
に
も
使
用
さ
れ
た
も
の

が
見
ら
れ
る
が 、
和
訓
表
記
部に
は一
切
使
用
さ
れ
た
例
は
見
出
さ
れ
ない 。

訓
点
資
料
中
の
濁
音
字
母
は
先
ず
陀
羅
尼
を
含む
党
語
音
表
記
の
部
分
で
使
用

注
2

さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。
こ
れ
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
来
た
濁
点
の
発
生

の
基
盤
と
全
く
共
通
す
る
点で
あ
る 。
こ
の
濁
音
字
母
は
そ
の
後 、
大
体一
O

六
O
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る 。
資
料
番
号
日・
印
は
そ
の
範
囲
を
逸
脱
す



る
も
の
で
あ
る
が 、
共
に
移
点
本
で
あっ
て、
そ
の
為
に
古い
姿が
伝
承
さ
れ

た
も
の
で
あ
る 。
日
号
の
奥
書
は「(朱)
勲
本
云
此
稀
伽
者万
寿三
年
五
月
廿
七

日
為
首
珍
唐
院
法
橋
大
阿
闇
梨
座
下
菓
受
而骨田
初
讃
本
/
其
狼
藷
伺
新
抄
潟
備

(党
字四

此
日
五
更
初
記
/字)

遺
忘
耳
頼
尊
記
/
寛
徳二
年
九
月
廿三
日
黙
己

三
年
十一
月
日
殿
本
封
勘
注
或
本
是
/
頼
尊
記云云
/(墨)
勲
本
云
墨
者
敬一

大
阿
簡
梨
授
尊
敬
様
也
件
阿
闇
梨
受
良
勇
和
尚
耳
/
頼
尊
記云云」
(以
上
本
奥

書)
天
永三
年
十二
月
十三
日
以
上
件
正
本
書
写
移
点
了
/
年
来
伝
受
本
依
狼

蒋
新
抄
写
也
/(追筆)
長
治
三
年三
月
廿
六戊午
奉
従
常
住
院
始
菓
之
/
次
日

董
界
了
抑
常
住
院
者
天
喜二
年
四
月
廿
四
日
至
/
廿
七
日
奉
従
披
雲
房
菓
受
之

云云
/
同
聴一
人公厳供奉
尊
観
記」
と
あっ
て、
原
本
は
寛
徳二
年
八一
O
四

濁音字母か ら 濁声点へ

五
〉
の
披
雲
房
頼
尊
の
加
点
で
あ
る(
先表で
は 、
使宣一
O四
五
年の
位
置に
置

い
て
処
理し
た) 。
又
印
号
は、
奥
書に「
大
治
三
年
三
月
仲
句
比
貯
富
家
殿(
藤

原忠実)
以
貧
相
房(
頼
豪)
御
本
/
移
点一
校
了
/
乗
覚」
と
あっ
て、
原
本

は
実
相一房
頼
豪
〈一
O
O二
1一
O
八
O
〉
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
る 。
従っ
て、

党
語
音
表
記に
使
用
さ
れ
た
濁
音
字
母
は
平
安
初
期か
ら
院
政
時
代
の
直
前
凡

そ一
O
六
O
頃
迄
使
用
さ
れ 、
そ
の
後
は
消
滅
し
て
し
まっ
た
と
見
ら
れ
る 。

拐 、
こ
の
よ
う
な
濁
音
字
母
の
実
情に
対
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は、
所
謂
濁

点
類
が一
O
O
O
年
前
後
に
発
生
し、
一
O
六
O
年
頃
を
境に
し
て
急
激
に
そ

の
使
用
例
が
増
加
し
て
来
る
と
い
う
現
象
で
あ
る 。
先
の
表
で
はス
ペ
ー
ス
の

関
係か
ら一
O
六
O
年
以
後
の
濁
点
使
用
資
料
は
特に
注
目
すべ
き
も
の
以
外

を
省
略
し
て
し
まっ
た
け
れ
ど
も 、
と
も
か
く
こ
の
時
期
を
境に
し
て
増
加
す

ヲ令 。

即
8ω ち

の
様
相
は
図
式
化
し
て

10∞示
す
と

の
如
く 、
濁
音
字
母
の
使
用
と
濁
点
の
使
用
と
は、
相
補の
関
係
を
示
す
の
で

あっ
て、
こ
こ
に 、
濁
点
の
発
生
が
「
濁
音
字
母
の
消
去」
と
い
う
動
き
と
深

い
関
連
が
あ
る
の
で
は
ない
か
と
い
う
推
測が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る 。

1100 

9ω 

濁

""ー，チ
母

ごtr.日

濁
点、

三 、

濁
音
字
母
の
位
置

既
に
紹
介
し
た
様
に 、
清
濁
を
字
母
に
よっ
て
書
き
分
け
る
奈
良
時
代
の
万

注
3

葉
仮
名
の
平
安
時
代
極
初
期
で
の
残
影は、
『
阿
毘
達
磨
雑
集
論」
等
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が 、
そ
こ
で
は
漢
字
音
と
和
訓
と
に
使
用
さ
れ
て
い
た 。
こ
の

種の
訓
点
資
料で
は、
こ
れ
に
対
し
て、
陀
羅
尼
が
含
ま
れ
て
い
て
も 、
そ
の

部
分
に
は
加
点
が一
切
無い 。
南
都
古
宗で
は
焚
語の
学
習
は
わ
れ
て
い
な

同時4a-

かっ
た 。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
築
島
博
士
の
指
摘が
為
さ
れ
て
い
る 。
こ
うい

う
系
統の
資
料(
別の
言い
方をすればこ
うい
う学
統)
で
は
平
安
時
代
に
入っ

て
間
も
な
く
濁
音
字
母
は
使
用
さ
れ
な
く
な
り 、
清
濁の
書
き
分
け
は
消
滅
し

た 。
南
都
古
宗
で
の
訓
点
に
於
て、
和
語
の
み
で
な
く
漢
字
音
に
診て
も
「
清

濁
が
唆
昧」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は、
既
に
早
く
春
日
政
治
博
士
が
「
西
大

寺
本
金
光
明
最勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が 、
今

一
例
念の
た
め
に
中
田
祝
夫
博
士
の
示
さ
れ
た『
地
蔵
十
輪
経」
元
慶
七
年
八
八

注
5

八
三
〉
点
の
字
音
表
記
を
示
し
て
み
る 。

激発
霊海
辞白

巻
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巻

園
己

乗所

辞白

恕所
壁白

巻

税
酋

巻
四
辞白

巻
七
宣言Eコ
見

等

税
西

技支
嘗支

こ
の
資
料で(
万
葉)
仮
名
と
見
ら
れ
る
も
の
に
は
勿
論
清
濁の
書
き
分
け
は
な

い 。
右
の
例
は
所
謂
類
音
表
記と
言
わ
れ
る
も
の
を
主
と
す
る
が 、
清
濁
の
点

で
は
そ
の
書
き
分
け
を
全
く
放
棄
し
て
し
まっ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

注
6

ぃ 。
こ
うい
う
系
統で
は
和
語
と
等
し
く
漢
字
音
も
清
濁
を
区
別
し
て
い
ない

の
で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し
て 、
平
安
初
期
の
党
語
音
資
料
は
対
立
的
な
様
相を
呈
す
る 。

南
都
古
宗
で
は
加
点
の
対
象か
ら
外
さ
れ
て
来
た
陀
羅
尼
等
の
発
音
学
習
が 、

新
た
に
将
来
さ
れ
た
密
教
学
の
中
で
始
まっ
た 。
『
金
剛
界
儀
軌』
や「
胎
蔵
界

儀
軌』
等
の
陀
羅
尼
の
訓
点
記
入
の
背
景
と
し
て 、
最
も
基
本
的
な『
悉
曇
章」

の
学
習
が
基
礎に
在っ
た
と
見
るべ
き
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て 、
資
料
番
号1・
5・
9
の
三
本
の
『
悉
曇
章」
や
日
『
党
字
伝
伝』
の

様
な
党
字
資
料
が
あ
げ
ら
れ
る 。
ー
は
そ
の
使
用
の
仮
名
は
明
ら
か
に
平
安
極

初
期
の
状
態
を
示
し、
伝
承に
言
う
霊
厳
寺
和
尚
円
行(
承和六
年
〈八三
九
〉

帰
朝)
時
代
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
も
決
し
て
無
理
で
は
ない
と
思
う 。
5
は
慈
覚

大
師
円
仁(
承和七
年
〈八
四
O〉
帰
朝)
の
請
来
の
正
本
な
る
も
の
を
賢
宝
が
忠

実に
転
写・
移
点
し
た
も
の
で 、
ー
に
比べ
る
と
若
干
加
点
の
時
代
は
降
る
様

で
あ
る
が 、
こ
れ
も
平
安
中
期
以
前
の
加
点
で
あっ
た
事
は
確
か
で
あ
る 。
9

は
智
護
大
師
円
珍(
天安二
年
〈八
五
八
〉
帰
朝)
の
請
来
の
正
本
な
る
も
の
が
あ

り 、
そ
の
本に
天
元
五
年
八
九
八
二
〉に
大
西
阿
閣
梨(
未
詳)
が
加
点
し
た
も

の
を
賢
宝
が
更に
転
写・
移
点
し
た
本
で
あ
る 。
移
点
の
際に
繁
多
な
朱
点
を

省
略
し
て
し
まっ
た
とい
う 。
部
分
的に
残っ
てい
る
点
も 、
改
変
が
甚
だ
し

い
様で
あ
る
が 、
5
と
共
通
す
る
声
点
が
使
用
さ
れ
古
態
が
十
分
伺
わ
れ
る 。

日
『
焚
字
伝
伝』
は
「
宝
月三
蔵」
「
宗
叡
和
尚」
「
難
陀
三
蔵」
「
空
海
和
尚」

四
家
の
悉
曇
と
発
音
を
示
し
た
も
の
で 、
こ
の
う
ち
空
海
の
部
分に
は
加
点
が

全
く
無い 。
前三
家の
加
点
法に
も
そ
れ
ぞ
れ
差
異
が
あ
る 。
詳
細
は
馬
淵
和

夫
博
士
『
悉
曇
学
書
選
集
第二
巻』
に
譲
る
が 、
注
目
すべ
き
事は、
平
安
極

初
頭
の
1
を
除
き 、
共
通
し
て
声
点
を
使
用
し、
有
気
音
を
複
声
点
で
示し、

濁
音
字
母
で
有
声
音
を
示
し
て
い
る
とい
う
点で
あ
る 。
円
行・
円
仁・
円
珍

等
の
平
安
初
期
の
密
教
請
来
者
達
は
党
音
の
学
習に
濁
音
字
母
を
使
用
し
て
清

濁
を
区
別
し
て
い
た
の
で
あ
る 。
拐
そ
の
具
体
的
な
儀
軌の
中
の
陀
羅
尼
部
の

加
点に
使
用
さ
れ
た
も
の
が
2『
金
剛
界
儀
軌』
(
寛
平元年
〈八
九八
〉)
で
あ

る
と
見
ら
れ
る 。
か
く
し
て 、
儀
軌
類
の
訓
点
資
料に
は
陀
羅
尼
を
含
む
焚
音

部
分
の
加
点に 、
濁
音
字
母
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り 、
南
都
古
宗や
博
士

家
の
他
系
統
の
訓
点
資
料
と
の
顕
著
な
相
違
を
見
せ
る
こ
とに
なっ
た
と
考
え

ら
れ
る 。
濁
音
字
母
の
位
置
は
そ
の
様に
解
釈
で
き
る
と
思
う 。

24. 

目 、

清
濁
表
示
法
の
誌
行
錯
誤
か
ら
濁
点
へ

初
期
発
音(
陀
羅尼
音を含む)
資
料で
は、
ω
有
気立回
と
無
気
音
と
を
区
別

し、
ω
有
声
音
と
無
声
音(清濁)
と
を
区
別
し
て
い
る 。
ω
有
気
音
と
無
気
音

の
区
別
は

VG
H円
い山
村
P
M
脚
守-m

の
如
く「・・」
複
声
点で
有
気
音
を
表
示
す
る
とい
う
方
法
で
あっ
た(2・
5・

9・
U) 。
ω
有
声
音
と
無
声
音(
清
濁)
の
区
別
は

カ

カ
1

我

我
1

我
注
7

fa、
M

m
門
跡
何
回
叫ん即
で-m

の
知
く
濁
音
を
濁
音
字
母
で
表
示
す
る
とい
う
方
法
で
あっ
た
(1・
2・
5・



濁音字母から濁声点へ

6・
7・
9-
m・
1・
u・・
・・) 。
有
気
音
と
無
気
音
と
の
違い
が
日
本
語

に
訟
で
音
韻
論
的
対
立
を
持
た
ない
も
の
で
あっ
た
こ
と
は
現
代
語
と
同
じ
で

あっ
た
で
あ
ろ
う 。
清
濁
の
違い
が
当
時
ど
の
様
な
も
の
で
あっ
た
か
に
つ
い

て
は
種々
の
議
論
が
あ
る
が 、
す
で
に
紹
介
し
た
様に
平
安
初
期
の
平
仮
名
系

の
文
献
や 、
片
仮
名
系
の
訓
点
資
料で
も
漢
語・
和
語
と
もに
清
濁
が
書
き
分

け
ら
れ
て
い
ない
こ
と
は
当
時
の
日
本
語に
清
濁
の
音
韻
と
し
て
の
区
別
が
無

注
B

かっ
た
と
い
う
説に
就
くべ
き
で
あ
ろ
う 。
中
国
語
等
で
は
音
韻
的
対
立
が
有

っ
た
も
の
が
後に
消
滅
し 、
日
本
語で
は
逆
に
無かっ
た
も
の
が
後に
生
じ
た

とい
う
こ
と
で
あ
ろ
う 。
有
気・
無
気の
対
立
及
び
清
濁
の
音
韻
論
的
対
立
を

持
た
ない
日
本
語の
側か
ら
党
語
音
を
習
得
す
る
た
め
に
は
特
別
の
注
意
が
必

要
で
あ
り 、
そ
の
た
め
に「・・」
と
濁
音
字
母
が
使
用
さ
れ
た 。
と
の
方
法
は、

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
対
立
を
持つ
漢
字
音(の
中の
漢
音1正
音1
唐
代長
安
音)
の

学
習に
も
波
及
応
用
さ
れ
る
場
合
が
有っ
た
(4・
vm・
日) 0
(なお 、
こ
れ
らの

区
別
が
当
初
漢
字
音
に
始
ま
ら
ず 、

党
音
で
始
ま
っ
た
の
は
何
故
か
と
い
う
こ
と
が
当

然
疑
問
と
な
る
が 、

発
音
学
習
は
直
接
そ
れ
を
母
語
と
す
る
者
か
ら
の
学
習
で
は
な

く 、

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
学
習
法
し
か
有
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か。
一

方
の
漢
音
は
母
語
話
者
か
ら
の
直
接
的
習
得
が
可
能
で
あ
り 、

中
国
語
と
し
て
習
得
し

て
い
た
者
も
多
く 、
一

々
加
点
行
為
を
行
う
ま
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
と
思う) 。
こ
の
ω・
山
の
中
で
も 、
ω
の
有
気
と
無
気
と
は
音
声
的
対
立
の

幅
が
小
さ
く 、
間
も
な
く
無
視
さ
れ
た
の
に
対
し
て
ω
の
清
濁
は
対
立
幅
が
大

き
か
っ
た
た
め
に
そ
の
区
別
は
継
続
さ
れ
た 。
こ
れ
が
儀
軌
類
の一
O
六
O
年

頃
ま
で
の
濁
音
字
母
で
あ
る 。

拐
そ
うい
う
濁
音
字
母
使
用
資
料
の
中に
混
じっ
て 、

① 、
2
の
「シ
(
濁こ
に
よ
る
も
の

② 、
8
の
「
カ」

に
よ
る
も
の(「
力」
と
「
力
、
」

は
ロ
で
は
併
用
さ
れ
て
お

レ

り 、

同
質
の
も
の
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る)

と 、

日
の
「

力」

に
よ
る
も
の

③ 、
叩
の
「・」
「一」
に
よ
る
も
の

④ 、
お
の
反
転
仮
名に
よ
る
も
の

とい
う 、
四
種
類
も
の、
濁
音
字
母
以
外
の、
種々
の
方
式
が
出
現し
て
い
る 。

こ
の
濁
音
表
示
法
に
が
け
る
初
期
段
階で
の
種々
の
揺
れ
とい
う
事
実
は
何

を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か 。
ど
う
解
釈すべ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か 。

既に
指
摘
し
た
様に 、
党
音
の
濁
音
表
示
法
は、
濁
音
字
母
か
ら
濁
点へ
と

い
う
変
遷
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
現
存
資
料に
よっ
て
確
認
出
来
た 。
こ
れ
ら

の
種々
の
方
式
は、
片
仮
名
体
系か
ら
濁
音
字
母
を
「
消
去」
す
る
為
の
試
行

錯
誤
と
解
釈
出
来
る
の
で
は
ない
か
と
考
え
る 。
「
消
去」
の
理
由
は、
略
体
仮

名
体
系
の
中に
混
じ
る
非
略
体
仮
名
の
排
除
とい
う
体
系
性へ
の
志
向
で
あ
ろ

う 。
そ
の
外
に
も
当
然
周
辺
的
理
由
と
し
て
は、
字
画
が
複
雑
な
も
の
が
多
く

非
能
率で
あ
る
等
が
考
え
ら
れ
る 。
と
も
か
く 、
非
略
体
の(
濁
音)
仮
名
を
使

用
し
ない
で
濁
音
を
表
示
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良い
か 、
略
体
仮
名に
統一

し
て
表
記
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良い
か 、
が
こ
れ
等の
試
行
錯
誤
と
なっ
た

も
の
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

①の
「シ」
とい
う
濁
注
記
方
式
は、
現
存
資
料に
よ
れ
ば 、
最
も
早
く
行

わ
れ
た
も
の
と
な
る
が 、
今の
所
孤
例で
あ
る 。
最
も
端
的
な
方
式で
直
接
的

に
「
濁」
と
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
が 、
そ
の
偏の
み
を
取
る
とい
う
略
体
化

が
行
わ
れ
た 。
こ
の
方
式
が
後に
続か
なかっ
た
ら
しい
の
は、
恐
ら
く
非
能

率
な(
何
故
な
ら
ば 、

こ
の
方
式
で
は
濁
音
の
み
し
か
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
ず 、

声

点
も
音
形
を
示
す
振
り
仮
名
も
別
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た)
た
め
に 、

後
続

者に
採
用
さ
れ
る
に
至
ら
な
かっ
た
為で
は
なか
ろ
う
か 。
所
で 、
一
応こ
の

方
式
も
濁
音
字
母
の
消
去
とい
う
志
向
の一
方
式
と
見
た
の
で
あ
る
が 、
こ
の

方
式
の
み 、
他
の
方
式
と
比
較
し
て
極
端に
早い
時
期
の
も
の
で
あ
る 。
従つ
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て
或い
は

⑦あ⑤の
場
合
と
異
な
り 、
「
疑」
「
遇」
「
尼」
等の
非
能
率
的
な
字

母
を
な
る
べ
く
使
用
し
ない
方
法
と
し
て 、
ヰ一一回
わ
ぱ
最
も
素
朴
な
濁
音
の
表
示

を
試
み
た
も
の
で
あっ
た
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
事
実に
合
致
す
る
か
も
知
れ
な

・ν
④の
字
母に
よ
る
方
式
は、
略
体
仮
名
で
字
母
を
統一
し
て
「
体
系
化」
し

よ
う
と
試
み
た
も
の
と
言
え
る 。
仮
名
字
母
を
反
転
し
て
濁
音
字
母
に
使
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
が 、
「
ゲ」
「
ジ」
の
二
字
の
み
は「
下」
「
士」
と
い
う
万
葉

仮
名
体
が
生
き
て
い
る 。
こ
れ
は、
築
島
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
様に「
十」「
i」

を
逆
転
し
て
も
字
体
が
変
わ
ら
ない
か
ら
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
と
と
もに
或い
は

「
下」
「
士」
が
「
略
体」
と
同一
次
元
で
捉
え
ら
れ
る
少
画
字
体
で
も
あっ
た

こ
と
が
理
由に
なっ
て
い
る
の
で
は
なか
ろ
う
か 。
尚 、
「
下」
は
当
時
の
濁
音

尚三nwd
専
用
字
母
で
も
あっ
た 。
所
で 、
こ
の
方
式
の
例
も
文
①の
方
式
と
同
じ
く
今

の
所
血
例で
あっ
て 、
後に
継
承
さ
れ
た
形
跡
が
ない 。
恐
ら
く
こ
の
場
合
は、

必
然
的に
「
仮
名
の
体
系」
自
体
が
鉱
大
複
雑
化
す
る
所か
ら 、
自
然
回
避
さ

注
ω

れ
て
し
まっ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

拐 、
以
上
の
二
方
式に
対
し
て 、
副
次
的
な
記
号
有
標
記
号
l
を
加
え
る

方
式
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
が
⑦⑤の
二
方
式
で
あ
る 。
そ
し
て 、
こ
の
二

つ
の
方
式
の
違い
は、
有
標
記
号
を
振
り
仮
名
の
方
に
付
け
る
か 、
漢
字(
焚
{子)

の
方に
付
け
る
か
の
発
想
の
揺
れ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る 。

②の
方
式
は、
振
り
仮
名へ
「
濁
音
で
あ
る
印」
と
し
て
「 、」
「
こ
を
加

え
た
も
の
で
あ
る 。
仮
名
の
下に
加
え
た
も
の
と
右
肩に
加
え
た
も
の
と
が
出

現
す
る
が 、
既
述
し
た
様
に
位
置の
違い
に
は、
一
資
料
中
で
併
用
さ
れ
て
い

る
の
で 、
機
能
上
の
違い
は
無かっ
た
の
で
は
ない
か
と
考
え
る 。
な
お
日
号

以
後
の
資
料で
は
ヲ
コ
ト
点
が
喜
多
院
点・
中
院
僧正
点・
東
大
寺
点に
片
寄

っ
て
い
る
の
で 、
主
に
真
言
宗・
法
相
宗
系
の
中
で
相
承
さ
れ
た
と
言
え
そ
う

で
あ
る 。
こ
の
方
式
は
文
字
通
り
濁
音
の
み
を
示
す
た
め
に
使
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
正
に
「
濁
点」
に
当
る 。

③の
方
式
は、
本
文の
漢
字に
有
標
記
号
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が 、
陀
羅

尼
読
謡
の
加
点
で
は
既
に
声
調
を
示
す
声
点
の
加
点
が
定
着
し
て
い
た
た
め

に 、
そ
の
声
点に
重
ね
て
「
濁
音
で
あ
る
印」
の
「・」
を
加
え
て 、
「一」
と

し
た
も
の
で
あ
る 。
場
合に
よっ
て「
こ
そ
の
も
の
を
別の
形に
変
形
し
た 。

そ
れ
が「4」
「一」
「」」
「
ム」
等で
あ
る(こ
れ
ら
は
そ
の
考
案
者
に
対
応
し
て

使
用
宗
派
が
固
定
し
て
い
る
期
間
が
あ
っ
た 。

例
え
ば
「
ム
」

は
天
台
宗
寺
門
派
の
西

墓
点
使
用
者
に
殆
ど
限
定
さ
れ
て
お
り 、

就
中
真
言
宗
で
は
使
用
さ
れ
た
形
跡
が
全
く

無い
等 。
詳細省
略) 。
こ
の
方
式
は
声
調
と
濁
音
と
を
同
時に
示
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
か
ら 、
「
濁
声
点」
と
呼ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る 。
尚 、
「一」
と
い
う
複

声
点
形
式
の
濁
声
点
は、
形
そ
の
も
の
は
縦
績
並
び
の
違い
は
あ
る
が
別に
有

気
音
を
示
す
た
め
に
使
用
し
た
者(晶子
派)
も
あっ
た
か
ら 、
そ
う
い
う
資
料

注
目

(2・
5・
9-
u-
m
等)
で
は、
こ
の
形
式
は
使
用
さ
れ
て
い
ない 。

こ
の
②
「
濁
点」
と
③
「
濁
声
点」
は、

①⑤が
消
滅
し
た
の
に
対
し
て 、

そ
し
て
改
め
て
指
摘
す
る
が 、
濁
音
字
母
が
漸
次
消
滅
し
て
行っ
た
の
に
対
し

て 、
漸
次
そ
の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
くこ
と、
資
料
表
に
み
る
通
り
で
あ
る 。

こ
の
様に
し
て
濁
音
表
示
法
は
「
濁
点」
と
「
濁
声
点」
に
よ
る
方
式
の
み
が

残っ
て
い
く
こ
と
に
なっ
た 。

拐 、
そ
う
す
る
と、
「
濁
点」
は、
「
カ」
「
サ」
「
タ」:::
と
い
う
形
で
は

あ
る
が 、
既
に
平
安
後
期に
は
成
立
し
て
い
た 。
し
か
し
今
日
の
濁
点
は「
ガ」

「
ザ」
「
ダ」
と
い
う
形
で
あ
る 。
で
は
何
故
そ
の
「
カ」
「
サ」
:::
が
直
接

今
日
の
形
と
し
て
定
着
し
なかっ
た
の
か
と
い
うこ
と
が
問
題
と
な
る 。
こ
の

問
題
は、
言
う
ま
で
も
ない
こ
と
で
あ
る
が 、
何
故一
日一
②の
形
式が
消
滅
し

て
③の
形
式
に
定
着
し
た
の
か 、
つ
ま
り 、
何
故
「
カ」
「
キ」
:::
と
い
う
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濁
点
は
消
滅
し
た
の
か
とい
う
こ
と
で
あ
る 。
先
に
提
示
し
た
資
料
表
に
続
く

直
後
の
濁
音
表
示
法
の
動
を
み
る
と 、
一
一
五
O
年
頃
を
境
に
し
て
「
濁
点」

は
消
滅
し、
「
濁
声
点」
の
中
で
も
「
複
声
点」
の
「一」
(「0」
「
こ
は
本文

の
漢
語
に
加
点
さ
れ 、
「
・

」
「

こ

は
陀
羅
尼
・

漢
音
・

呉
音
読
論
部
分
|

即
ち
ヲ
コ

注ロ

ト
点
を
使
用
し
な
い
部
分
に
加
点
さ
れ
る)
に
ほ
ぼ
統
一

さ
れ
て
し
ま
う 。

鎌
倉
時

注目

代
に
は、
特
殊
な
例
外(「
観
智
院
本類
衆
名
義
抄」
等)
を
除
く
と
濁
音
表
示
は

複
声
点に
完
全
に
統一
さ
れ
る 。

何
故
「
濁
点」
は
消
滅
し
た
の
か 。
「
濁
点」
や
「
濁
声
点」
が
使
用
さ
れ
る

場で
は
常
に「
声
点」
も
使
用
さ
れ
た 。
「
濁
点」
に
よ
る
形
式で
は、
別に「
声

点」
も
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
に
対
し
て 、
「
濁
声
点」
に
よ
る
形
式で
は

注
M

そ
れ
の
み
で
両
方
の
機
能
を
果
た
し
得
る 。
こ
こ
に
も
労
力
軽
減
の
志
向
が
働

き 、
そ
の
「
濁
声
点」
形
式に
淘
汰
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る 。

五、
結

論

濁音字母か ら 濁声点へ

濁
点
の
起
源
は
濁
音
字
母
の
消
去に
あっ
た 。
消
去
の
方
法
と
し
て
種々
の

試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
た 。
其
の
内
の
「
濁
声
点」
が
当
時
の
最
も
機
能
的
な
も

の
と
し
て
残っ
た 。
今
日
の
「
濁
点」
の
成
立
に
は
も
う一
度 、
声
調(
標示)

の
放
棄
とい
う
背
景
の
変
遷
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
なかっ
た 。
以
上
が
本
稿
の

結
論
の
骨
子で
あ
る 。

最
後
に
濁
音
表
示
法
の
歴
史
的
展
開(
の
中
で 、
そ
の
特
に発生
期
に
就
い
て)

を
改
め
て
跡
付
け
る
な
ら
ば 、
次
の
よ
うに
図
示
で
き
る
と
考
え
る(
例示と
し

て 、

清立
目
「
カ
」

と
濁
音
「
ガ」

の
場
合
を
示
す)

。

口

↓

口
↓

口
↓

カ 11511

現在
↓ カ

我

我

\ 

シ(濁)
※ 
1 

日貿ン

(
継
承
者
ナ
シ
?)

(
灘
I

「
縛
日
経二
合
叙
惹二
舎
南
阿引
入」
の
併
用
例
有
り)

我
l\; 

\ ④ 

カ
(
カ

カ
(
カ

|寸我
③ " る
口利一|我iU我

口ヵ口ヵ.
Lロヵ一日.日

.口三

I Iガ

仇M
↓

 

ヵ-

口我口我
口カ

口カ

注
1

例
え
ば 、

築
島
裕
博
士
「
平
安
時
代
語
新
論」
二
六
九
頁
以
下
で
は 、
『
阿
毘

達
磨
雑
集
論』
「
央
掘
魔
羅
経』
『
法
華
義
疏」
『
文
選」

裏
書 、

を
挙
げ
ら
れ 、

「
平
安
初
期
に
お
い
て
濁
音
仮
名
が
用
ゐ
ら
れ
た
の
は 、
恐
ら
く

上
代
に
お
り
る

清
濁
書
別
の
名
残
で
あ
ら
う 。
」

と
あ
る 。

注
2

焚
音
表
記
の
濁
音
字
母
が 、

奈
良
時
代
の
清
濁
書
分
け
の
万
葉
仮
名
体
系
を
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継
承
し
た
も
の
か、
別
に
新
た
に
焚
音
表
記
の
た
め
だ
け
に
導
入
さ
れ
た
も
の

な
の
か
が
問
題
に
な
る。
耕凡立田
表
記
の
源
流
の
位
置
に
資
料
番
号
1
の
如
き
も

の
が
考
え
ら
れ
る
(
万
葉
仮
名
本
位
の
加
点)
と
す
れ
ば、
万
葉
仮
名
の
体
系

が
党
音
表
記
に
の
み
残
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か。

注
3

小
林
芳
規
博
士
「
正
倉
院
聖
語
蔵
華
厳
経
探
玄
記
古
点
と
大
乗
阿
毘
達
麿
離

集
論
古
点
に
つ
い
て」
(『
正
倉
院
年
報」
第
七
号)
参
照。

注
4
『
平
安
時
代
語
新
論』
凶
O
七
頁、
『
国
語
の
歴
史』
五
七
頁
参
照。

注
5
「
正
倉
院
聖
語
蔵
東
大
寺
図
書
館
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
元
年
加
点
本
に
見
え
た
る

字
音
資
料
(
稿)」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
第一
輯)
に
よ
る。

注
6

つ
ま
り
旧
来
の
「
呉
音」
は
音
韻
論
的
に
は
和
化
し
て
和
語
の
範
鴫
に
属
し

て
い
た
こ
と
に
な
る。

注
7

因
み
に
こ
こ
で
は
濁
音
「
伊」
と
鼻
濁
音
「
悶」
と
は
全
く
区
別
さ
れ
て
は

し
な
し

注
8

で
あ
る
が
故
に、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
陀
羅
尼
加
点
に
お
い
て
も、
一

般
的
に
其
の
清
濁
の
書
分
け
は
窓
意
的
と
さ
え
言
え
る
状
況
を
呈
す
る。
こ
の

状
況
は、
恰
も、
現
代
の
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
が
清
濁
書
分
け
に
つ
い
て
し

ば
し
ば
混
乱
す
る
状
況
に
比
定
で
き
る
の
で
は
無
い
か
と
考
え
て
い
る。

注
9

資
料
番
号
M・
日-
n-
m・
お
等
参
照。

注
目

築
島
博
士
か
ら、
こ
の
形
式
の
使
用
さ
れ
て
い
る
「
十
二
天
法」
の
ヲ
コ
ト

点
l
叡
山
点
ー
は
使
用
例
が
稀
で
あ
る
と
と
か
ら、
そ
も
そ
も
余
り
伝
承
的
影

響
力
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
に
も
理
由
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
ご
指
摘
を
頂
い

た。
蓋
し
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う。

注
日

資
料
番
号
凶
「
法
華
経
釈
文」
で
は
「・・」
「一
」
は
区
別
無
く
中
古
音
の
次

清
音
(
有
気
音)
に
当
て
ら
れ
て
い
る。

注
ロ
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
濁
点
形
式
の
統
合
史
素
描

11高
山
寺
所
蔵
資
料に
よ
る

||」
(『
平
成三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
寄
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集』
所
収)
で
概
観

し
た。

注
目
『
観
智
院
本
類
衆
衆
名
義
抄』
で
は
濁
音
の
表
示
に、
濁
音
の
万
葉
仮
名
字
母、

仮
名
の
右
肩
「
レ」
符
号、
濁
声
点
「一
」
の
三
種
類
の
方
法
を
使
用
し
て
い

る。
こ
れ
は、
こ
の
辞
書
が
そ
れ
ま
で
の
表
示
法
を
重
層
的
に
伝
承
し
た
た
め

で、
特
殊
な
も
の
で
あ
る。。
拙
稿「
類
衆
名
義
抄
に
が
け
る
濁
音
字
母
の
歴
史

的
位
置」
(「
国
文
学
孜』
第
二二一
了
二一
三
合
併
号)。

注
M

音
韻
論
的
背
景
と
し
て
言
え
ば、
プ
ロ
ソ
デ
ィ
と
し
て
の
声
調
と
清
濁
が一

つ
の
記
号
で
表
記
出
来
る
と
い
う
事
で
あ
る。
な
お、
こ
の
後
に
清
濁
が
プ
ロ

ソ
デ
ィ
か
ら
音
韻
対
立
へ
と
発
達
し
て
い
く
に
つ
れ
て
「
濁
声
点」
は
「
濁
点」

へ
と
発
展
す
る。
そ
の
「
濁
点」
の
展
開
に
つ
い
て
の
論
は、
小
松
英
雄
博
士

『
日
本
声
調
史
論
考』
第
I
部
第
4
章
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄』
に
お
け
る
濁

音
が
な
の
卓
立
標
示、
等
が
見
ら
れ
る。
尚
そ
の
他
博
士
家
の
濁
点
に
つ
い
て

は、
小
林
芳
規
博
士
の
「
漢
籍
の
古
点
本
に
用
ゐ
ら
れ
た
濁
音
符
|
特に
縛土
家

に
が
け
る
使い
分
けにつ
い
て
|」
(『
広
島
大
学
文
学
部
紀
前三
二
五
巻一
号)
が
あ

る。
ま
た、
例
え
ば
有
気立目
標
示
の
「
」
が
平
安
後
期
に
な
る
と
法
華
経{子

音
直
読
の
場
で
連
濁
符
と
し
て
使
用
さ
れ
る
様
に
な
る、
そ
の
経
緯
等
に
つ
い

て
も
検
討
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る。
濁
点
の
展
開
に
つ
い
て
は
尚
種
々
の
問

題
が
残
っ
て
い
る。
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〈
付
記〉
本
稿
は
平
成
四
年
五
月
訓
点
語
学
会
春
季
大
会
(
蛤
筑
波
大
学)
に
鈴
て
口

頭
発
表
し
た
も
の
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る。
発
表
の
際
築
島
裕
博
士
の
御
助
言

を
い
た
だ
い
た。
尚
併
せ
て
本
稿
は
全
面
的
に
築
島
博
士
の
濁
点・
片
仮
名・
訓
点

資
料
に
関
す
る
諸
研
究
成
果
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し、
謝
意

を
表
す。

〈
追
記〉
本
稿
投
稿
後、
花
野
憲
道
師
の
御
世
話
と
仁
和
寺
御
当
局
の
御
芳
情
に
よ
り、

重
文
孔
雀
経
平
安
初
期
点
の
再
調
査
の
機
に
恵
ま
れ
不
備
を
補
う
こ
と
が
で
き
た。

記
し
て
謝
意
を
表
す。

-i仏
島
大
学
教
授
||

平
成
四
年
六
月
二
十
九
日

受
理)


